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六
月
議
会
か
ら

ぶぶどどうう～～ピピオオーーネネ～～（（若若狭狭野野町町入入野野））

六
月
定
例
市
議
会
は
、
六

月
十
七
日
か
ら
六
月
二
十
四

日
ま
で
の
八
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
で
は
、
報
告

三
件
、
条
例
改
正
三
件
、
補

正
予
算
二
件
、
選
挙
二
件
、

人
事
案
件
二
件
、
請
願
一
件
、

陳
情
一
件
、
意
見
書
一
件
を

審
議
し
ま
し
た
。
陳
情
を
除

き
、
他
の
す
べ
て
の
案
件
は
、

可
決
、
承
認
等
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
は
六
ペ
ー
ジ

に
ま
と
め
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
八
名
の
議

員
が
行
い
、
市
当
局
の
現
状
、

方
針
等
考
え
方
を
た
だ
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
二
〜
五
ペ
ー
ジ
に
ま
と

め
ま
し
た
。



し
て
お
り
ま
す
。

行行
政政
評評
価価
シシ
スス
テテ
ムム

導導
入入
にに
おお
けけ
るる
成成
果果
はは
、、

どど
のの
よよ
うう
にに
考考
ええ
てて
いい
るる
のの

かか
。。

限
ら
れ
た
予
算
、
職

員
等
で
各
施
策
、
事
業

を
効
果
的
に
運
用
し
、
成
果

を
あ
げ
て
い
く
た
め
本
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
事

業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
よ

り
的
確
な
事
業
の
執
行
が
で

き
て
い
く
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
制制

度度
にに
つつ
いい
てて
。。

被
保
険
者
の
声
は
、

広
域
連
合
議
会
に
お
い

て
市
長
か
ら
発
信
し
、
負
担

軽
減
の
た
め
、
補
助
金
等
、

財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

相相
生生
市市
民民
病病
院院
改改
革革

ププ
ララ
ンン
にに
つつ
いい
てて
。。

平
成
二
十
年
度
内
に
、

事
業
経
営
の
総
合
的
な

改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
い
た
し

ま
す
。
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生
徒
の
安
全
は
も
と
よ
り
、

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
を

確
保
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

不不
適適
格格
施施
設設
のの
改改
修修

にに
おお
いい
てて
、、
教教
育育
内内
容容
、、

方方
法法
のの
多多
様様
化化
にに
適適
用用
すす
るる

たた
めめ
のの
改改
造造
にに
つつ
いい
てて
のの
考考

ええ
はは
。。

まま
たた
、、
児児
童童
・・
生生
徒徒
たた
ちち

がが
快快
適適
にに
学学
習習
でで
きき
るる
たた
めめ

のの
環環
境境
整整
備備
はは
。。

ゆ
と
り
教
育
を
進
め

る
観
点
か
ら
、
教
育
を

行
う
の
に
著
し
く
不
適
当
な

建
物
の
改
修
が
重
要
で
あ
り
、

改
修
に
あ
た
っ
て
は
、
予
算

面
の
制
約
が
あ
る
中
で
、
教

育
環
境
の
改
善
に
配
慮
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

安安
全全
管管
理理
対対
策策
とと
しし

てて
防防
犯犯
シシ
スス
テテ
ムム
はは
完完

備備
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
かか
。。
まま
たた
、、

夜夜
間間
・・
休休
日日
のの
防防
犯犯
監監
視視
はは

行行
きき
届届
いい
てて
いい
まま
すす
かか
。。

学
校
独
自
の
対
策
だ

け
で
は
、
そ
の
効
果
に

限
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
地
域
と
連
携
す
る
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
ま

た
現
在
の
警
備
体
制
の
中
で
、

セ
ン
サ
ー
機
能
付
照
明
の
設

置
等
に
よ
る
抑
止
効
果
を
上

げ
る
な
ど
で
対
応
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

市市
のの
危危
機機
管管
理理
体体
制制

とと
しし
てて
、、
組組
織織
がが
うう
まま

くく
機機
能能
すす
るる
たた
めめ
のの
対対
応応
策策

がが
必必
要要
とと
考考
ええ
るる
がが
どど
のの
よよ

うう
にに
考考
ええ
てて
いい
るる
のの
かか
。。

まま
たた
、、
避避
難難
所所
のの
安安
全全
性性

とと
緊緊
急急
物物
資資
のの
備備
蓄蓄
はは
確確
保保

ささ
れれ
てて
いい
るる
のの
かか
。。

災
害
発
生
時
に
は
、

国
・
県
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、

対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
こ
の
た
め
、
各
機
関

と
相
互
応
援
等
の
協
定
を
締

結
し
、
協
力
体
制
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
に
よ

る
自
主
防
災
組
織
と
連
携
す

る
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

避
難
所
の
耐
震
診
断
を
実

施
し
て
い
る
の
は
、
学
校
施

設
の
み
で
、
現
在
、
他
の
施

設
の
状
況
調
査
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
緊
急
物
資

は
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
等
の
非

常
食
、
毛
布
等
の
生
活
物
資

や
仮
設
ト
イ
レ
な
ど
を
備
蓄

し
て
お
り
、
災
害
時
に
は
物

資
供
給
担
当
班
が
輸
送
等
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

公公
園園
管管
理理
とと
自自
動動
車車

等等
のの
公公
害害
環環
境境
測測
定定
にに

つつ
いい
てて
。。街

区
公
園
の
う
ち
、

十
四
か
所
は
、
地
域
住

民
が
主
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
地
区
の
自
治
会
等
に

除
草
・
清
掃
等
を
お
願
い
し
、

残
り
の
公
園
は
、
市
で
管
理

し
て
い
ま
す
。

騒
音
公
害
等
に
つ
い
て
は
、

市
内
六
か
所
で
定
点
測
定
を

実
施
し
、
環
境
基
準
に
適
合

〈
六
月
議
会
〉

一
　
般
　
質
　
問

自然災害等の危機

管理体制について

環境対策について

行政評価システム

について

福祉・医療対策に

ついて

前川
ままええかかわわ

郁典
いいくくすすけけ

問答

答 問

問答問
公立学校（小・中）

の施設整備

について

阪口
ささかかぐぐちち

正哉
まま ささ やや

本本
市市
のの
学学
校校
施施
設設
はは

建建
築築
年年
度度
がが
古古
くく
、、
一一

部部
のの
校校
舎舎
にに
おお
いい
てて
はは
、、
建建

築築
後後
五五
十十
年年
をを
経経
過過
しし
よよ
うう

とと
しし
てて
いい
まま
すす
がが
、、
ここ
のの
うう

ちち
、、
老老
朽朽
化化
施施
設設
はは
なな
いい
のの

でで
しし
ょょ
うう
かか
。。
まま
たた
、、
どど
のの

よよ
うう
にに
対対
応応
ささ
れれ
るる
のの
かか
。。

耐耐
震震
補補
強強
にに
つつ
いい
てて
、、
国国

はは
、、
中中
国国
四四
川川
省省

しし
せせ
んん
しし
ょょ
うう

大大
地地
震震
のの

状状
況況
をを
踏踏
まま
ええ
、、
改改
正正
地地
震震

防防
災災
対対
策策
特特
別別
措措
置置
法法
をを
成成

立立
ささ
せせ
まま
しし
たた
。。

本本
市市
のの
耐耐
震震
診診
断断
率率
はは
、、

百百
％％
でで
すす
がが
、、
改改
修修
率率
がが
二二

十十
二二
％％
にに
とと
どど
まま
っっ
てて
おお
りり

まま
すす
。。
現現
在在
、、
双双
葉葉
中中
学学
校校

体体
育育
館館
がが
改改
修修
中中
でで
ああ
りり
、、

二二
十十
一一
年年
度度
はは
矢矢
野野
川川
中中
学学

校校
体体
育育
館館
がが
改改
修修
予予
定定
とと
聞聞

いい
てて
おお
りり
まま
すす
がが
、、
今今
後後
のの

予予
定定
はは
。。現

在
、
安
全
・
安
心

な
学
校
づ
く
り
交
付
金

事
業
に
よ
り
、
双
葉
中
学
校

体
育
館
の
改
修
工
事
を
し
て

い
ま
す
。
工
事
の
内
容
は
耐

震
補
強
と
大
規
模
改
造
で
、

こ
の
大
規
模
改
造
工
事
が
老

朽
化
施
設
改
修
に
該
当
す
る

も
の
で
す
。

他
の
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
学
校
施
設
が
災
害
時
の

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
耐
用
年
数
、
老
朽
化

の
状
況
、
財
政
状
況
な
ど
の

観
点
か
ら
早
急
に
検
討
し
、

耐
震
補
強
に
よ
り
、
児
童
・

問

答

問答問答

答答

備蓄倉庫（市役所）

問
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財政健全化法に

ついて

学校給食について

三浦
みみううらら

隆利
たたかかととしし

本本
年年
四四
月月
一一
日日
よよ
りり

一一
部部
施施
行行
とと
なな
っっ
たた
財財

政政
健健
全全
化化
法法
にに
つつ
いい
てて
、、
市市

とと
しし
てて
どど
のの
よよ
うう
なな
対対
応応
をを

ささ
れれ
てて
いい
るる
のの
かか
。。

国
・
県
に
よ
り
、
平

成
十
九
年
度
決
算
か
ら
、

健
全
化
判
断
比
率
の
算
定
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
各
比
率

の
算
定
が
済
み
し
だ
い
、
監

査
委
員
の
審
査
に
付
し
議
会

へ
報
告
し
、
市
民
に
公
表
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
財
政
健
全
化
計
画
及

び
財
政
再
生
計
画
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年

度
決
算
か
ら
適
用
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
算
定
結
果
に
基

づ
き
、
そ
の
対
応
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

給給
食食
費費
はは
学学
校校
給給
食食

法法
でで
、、
原原
則則
、、
保保
護護
者者

全全
額額
負負
担担
とと
なな
っっ
てて
おお
りり
まま

すす
。。
しし
かか
しし
、、
急急
速速
なな
食食
料料

品品
のの
値値
上上
げげ
のの
たた
めめ
、、
公公
費費

をを
充充
てて
たた
りり
米米
をを
現現
物物
支支
給給

しし
たた
りり
しし
てて
いい
るる
自自
治治
体体
もも

でで
てて
きき
てて
いい
まま
すす
。。
相相
生生
市市

でで
はは
、、
急急
激激
にに
大大
幅幅
なな
食食
料料

品品
のの
値値
上上
がが
りり
がが
ああ
っっ
たた
場場

問答

合合
、、
公公
費費
をを
充充
当当
すす
るる
考考
ええ

はは
ああ
りり
まま
すす
かか
。。

今
後
、
食
材
の
高
騰

ここ
うう
とと
うう

が
余
り
に
も
急
激
な
ら

ば
、
少
し
考
え
て
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
、
受
益
者
負
担

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学学
校校
給給
食食
のの
地地
産産
地地

消消
をを
促促
進進
すす
るる
たた
めめ
、、

どど
のの
よよ
うう
なな
仕仕
入入
れれ
ルル
ーー
トト

でで
対対
応応
しし
よよ
うう
とと
しし
てて
いい
るる

のの
かか
。。

まま
たた
、、
学学
校校
給給
食食
事事
業業
をを

どど
のの
よよ
うう
にに
改改
善善
ささ
れれ
てて
いい

るる
のの
かか
。。相

生
市
の
学
校
給
食

部
会
で
は
、
市
の
産
業

振
興
課
と
連
携
し
、
地
元
産

業
グ
ル
ー
プ
の
協
力
に
よ
る

期
間
限
定
で
、
限
ら
れ
た
野

菜
等
の
計
画
栽
培
に
よ
る
一

定
量
を
、
市
価
よ
り
安
い
価

格
で
供
給
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

事
業
の
評
価
、
チ
ェ
ッ
ク

に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
給

食
部
会
に
お
い
て
毎
月
検
討

し
、
そ
の
都
度
、
修
正
、
改

善
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

問

問 答答

学校図書館に

ついて

後田
ううししろろだだ

正信
ままささののぶぶ

図図
書書
購購
入入
費費
交交
付付
金金

にに
よよ
るる
予予
算算
化化
比比
率率
はは
、、

各各
小小
・・
中中
学学
校校
何何
％％
でで
すす
かか
。。

図
書
購
入
に
対
す
る

国
か
ら
の
直
接
的
な
交

付
金
は
な
く
、
地
方
交
付
税

に
含
め
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

そ
の
交
付
額
を
も
と
に
、

予
算
化
比
率
を
表
し
ま
す
と
、

平
成
二
十
年
度
は
、
小
学
校

一
学
級
あ
た
り
三
万
八
千
二

百
円
に
対
し
予
算
額
四
万
三

千
百
円
で
比
率
百
十
四
％
、

中
学
校
一
学
級
あ
た
り
七
万

七
千
四
百
円
に
対
し
予
算
額

七
万
三
千
四
百
円
で
比
率
九

十
五
％
と
な
り
ま
す
。

各各
学学
校校
にに
おお
けけ
るる
学学

校校
図図
書書
館館
図図
書書
標標
準準
のの

達達
成成
状状
況況
はは
。。

平
成
十
九
年
度
は
、

小
学
校
で
は
、
相
生
小

学
校
、
那
波
小
学
校
の
二
校

が
達
成
し
て
い
ま
す
。
他
の

五
校
は
、
七
十
％
台
か
ら

百
％
未
満
が
四
校
、
五
十
％

台
が
一
校
と
い
う
状
況
で
す
。

中
学
校
で
は
、
双
葉
中
学

校
が
達
成
し
て
お
り
、
あ
と

八
十
％
台
が
一
校
、
四
十
％

問答答

台
が
一
校
と
い
う
状
況
で
す
。

学学
校校
図図
書書
館館
のの
役役
割割

やや
機機
能能
にに
つつ
いい
てて
今今
後後

どど
うう
考考
ええ
るる
のの
かか
。。

一
つ
は
、
児
童
・
生

徒
の
希
望
や
各
教
科
の

指
導
面
で
の
必
要
性
、
そ
し

て
、
蔵
書
数
や
蔵
書
構
成
等

を
十
分
に
考
慮
し
、
適
切
な

図
書
の
購
入
に
努
め
る
。

二
つ
は
児
童
・
生
徒
に
と

っ
て
魅
力
的
な
学
校
図
書
館

と
な
る
よ
う
に
、
常
に
環
境

整
備
、
災
害
等
の
安
全
へ
の

配
慮
に
努
め
、
図
書
の
補
修

等
も
必
要
に
応
じ
て
き
め
細

か
く
行
う
。

三
つ
に
、
学
校
図
書
館
の

運
営
、
活
用
に
つ
い
て
は
、

中
心
的
な
役
割
を
担
う
司
書

教
諭
の
事
務
内
容
に
つ
い
て
、

学
校
内
で
共
通
理
解
を
図
り
、

教
員
の
協
力
体
制
を
整
え
、

市
内
小
・
中
学
校
の
学
校
図

書
担
当
者
会
、
国
語
教
育
研

究
部
会
な
ど
に
お
い
て
、
学

校
図
書
館
の
充
実
や
読
書
指

導
に
つ
い
て
研
究
を
行
う
。

以
上
三
点
を
、
各
学
校
に

指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問

問答
少子化対策に

ついて

学校施設の耐震化　　

促進について

岩崎
いいわわささきき

修
おおささむむ

子子
どど
もも
のの
医医
療療
費費
助助

成成
はは
、、
子子
育育
てて
費費
用用
のの

負負
担担
軽軽
減減
等等
子子
どど
もも
のの
健健
やや

かか
なな
成成
長長
をを
図図
っっ
てて
いい
くく
うう

ええ
でで
重重
要要
なな
施施
策策
でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
たた
めめ
、、
多多
くく
のの
自自
治治
体体

でで
制制
度度
のの
拡拡
充充
がが
広広
がが
っっ
てて

いい
るる
。。
対対
象象
年年
齢齢
のの
拡拡
大大
、、

所所
得得
制制
限限
撤撤
廃廃
なな
どど
、、
子子
どど

もも
のの
医医
療療
費費
助助
成成
をを
拡拡
充充
しし

てて
いい
くく
べべ
きき
でで
はは
なな
いい
かか
。。

財
政
状
況
や
県
下
の

状
況
か
ら
、
現
時
点
で

は
、
さ
ら
な
る
助
成
枠
の
拡

大
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
子
育
て
費
用
の
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
こ
と

は
、
少
子
化
対
策
と
し
て
重

要
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
と

も
県
事
業
の
拡
大
を
要
望
し

て
い
く
な
ど
、
事
業
の
拡
充

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

昨昨
年年
一一
月月
のの
厚厚
生生
労労

働働
省省
通通
知知
でで
はは
、、
公公
費費

にに
よよ
るる
妊妊
婦婦
健健
診診
はは
十十
四四
回回

程程
度度
行行
うう
ここ
とと
がが
望望
まま
しし
いい

がが
、、
財財
政政
上上
困困
難難
なな
場場
合合
でで

もも
、、
五五
回回
程程
度度
のの
実実
施施
がが
原原

則則
とと
しし
てて
いい
るる
。。
相相
生生
市市
でで

もも
今今
年年
度度
二二
回回
とと
なな
っっ
たた
がが
、、

ささ
らら
にに
厚厚
生生
労労
働働
省省
通通
知知
のの

趣趣
旨旨
にに
のの
っっ
とと
りり
、、
公公
費費
負負

担担
のの
回回
数数
をを
増増
やや
すす
なな
どど
、、

妊妊
婦婦
健健
診診
のの
拡拡
充充
をを
図図
るる
べべ

きき
でで
はは
なな
いい
かか
。。

問答問
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※光ファイバー網：光ファイバーを使った通信ネットワーク。
※ADSL方式：固定電話回線（アナログ回線）を利用したインターネット接続回線の伝送方式。

の
意
見
や
近
隣
市
町
の
減
免

の
取
扱
い
を
参
考
に
し
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
結
論
を
出
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

本
年
四
月
か
ら
、
制

度
充
実
を
図
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
実
施
状
況

で
は
、
特
に
前
期
健
診
で
一

万
五
千
円
に
満
た
な
い
健
診

が
み
ら
れ
る
た
め
、
複
数
回

で
も
一
万
五
千
円
ま
で
は
助

成
し
て
い
く
取
扱
い
と
し
て

い
ま
す
。

国
は
五
回
の
公
費
助
成
に

つ
き
三
万
五
千
円
の
交
付
税

措
置
を
し
、
県
に
お
い
て
も

平
成
二
十
四
年
ま
で
の
段
階

的
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
こ

の
制
度
を
有
効
に
活
用
し
な

が
ら
、
今
後
の
回
数
、
金
額

を
見
直
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市市
のの
学学
校校
施施
設設
のの
耐耐

震震
化化
率率
はは
三三
十十
八八
・・

二二
％％
とと
、、
西西
播播
磨磨
でで
はは
一一
番番

遅遅
れれ
、、
完完
了了
時時
期期
もも
未未
定定
だだ
。。

耐耐
震震
化化
補補
強強
工工
事事
のの
国国
庫庫

補補
助助
率率
のの
引引
きき
上上
げげ
なな
どど
をを

内内
容容
とと
すす
るる
地地
震震
防防
災災
対対
策策

特特
別別
措措
置置
法法
改改
正正
案案
がが
成成
立立

しし
たた
がが
、、
ここ
れれ
をを
活活
用用
しし
、、

耐耐
震震
化化
をを
促促
進進
すす
べべ
きき
でで
はは

なな
いい
かか
。。平

成
二
十
年
度
に
は

双
葉
中
学
校
体
育
館
、

二
十
一
年
度
に
は
矢
野
川
中

学
校
体
育
館
の
耐
震
補
強
、

大
規
模
改
修
を
施
工
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
地

震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
の

改
正
を
受
け
、
計
画
策
定
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

で
の
出
産
が
約
四
十
％
し
か

な
い
こ
と
に
鑑

かか
んん
がが
み
て
、
圏
域

と
し
て
播
磨
科
学
公
園
都
市

内
に
産
婦
人
科
（
分
娩
）
の

整
備
等
を
検
討
す
る
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
に
期
待
し
、

実
現
に
向
け
て
関
係
機
関
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

難難
視視
聴聴

なな
んん
しし
ちち
ょょ
うう

地地
域域
がが
多多
いい

自自
治治
体体
でで
はは
、、
光光
フフ
ァァ

イイ
ババ
ーー
網網もも

うう
（（
※※
））
にに
よよ
るる
ケケ
ーー

ブブ
ルル
テテ
レレ
ビビ
をを
整整
備備
ささ
れれ
るる

とと
ここ
ろろ
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
町町

域域
・・
市市
域域
のの
大大
部部
分分
がが
難難
視視

聴聴
地地
域域
のの
ここ
れれ
らら
自自
治治
体体
にに

比比
べべ
、、
相相
生生
市市
はは
難難
視視
聴聴
地地

域域
のの
割割
合合
はは
少少
なな
いい
もも
のの
のの
、、

民民
間間
にに
よよ
るる
光光
フフ
ァァ
イイ
ババ
ーー

未未
整整
備備
地地
域域
はは
まま
だだ
まま
だだ
多多

くく
ああ
りり
まま
すす
。。
市市
内内
地地
域域
間間

のの
情情
報報
格格
差差
のの
解解
消消
とと
いい
うう

意意
味味
でで
のの
光光
フフ
ァァ
イイ
ババ
ーー
網網

整整
備備
、、
ここ
れれ
かか
らら
のの
情情
報報
発発

信信
のの
ああ
りり
方方
とと
しし
てて
のの
ケケ
ーー

ブブ
ルル
テテ
レレ
ビビ
のの
整整
備備
、、
ここ
れれ

らら
にに
つつ
いい
てて
のの
おお
考考
ええ
をを
おお

伺伺
いい
しし
まま
すす
。。

相
生
市
は
、
国
か
ら

の
交
付
金
が
得
ら
れ
る

条
件
不
利
地
域
に
該
当
し
な

い
の
で
、
整
備
し
よ
う
と
す

る
と
全
て
起
債
と
住
民
負
担
、

一
般
財
源
で
実
施
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
電
話
回
線
を

利
用
し
た
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
方
式
（
※
）

問

答

答 問

市市
内内
にに
分分
娩娩
ぶぶ
んん
べべ
んん

でで
きき
るる

産産
科科
がが
なな
くく
なな
っっ
てて
かか

らら
久久
しし
くく
、、
ここ
のの
四四
月月
かか
らら

はは
赤赤
穂穂
市市
民民
病病
院院
がが
他他
市市
かか

らら
のの
分分
娩娩
をを
制制
限限
すす
るる
よよ
うう

にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。

ここ
のの
度度
のの
赤赤
穂穂
市市
民民
病病
院院

のの
受受
けけ
入入
れれ
制制
限限
にに
よよ
っっ
てて
、、

他他
のの
病病
院院
へへ
しし
わわ
よよ
せせ
がが
くく

るる
のの
でで
はは
、、
他他
のの
民民
間間
病病
院院

もも
制制
限限
をを
始始
めめ
るる
のの
でで
はは
なな

いい
かか
とと
いい
うう
新新
たた
なな
不不
安安
がが

大大
きき
くく
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

市市
とと
しし
てて
のの
対対
応応
、、
考考
ええ

をを
おお
聞聞
かか
せせ
願願
いい
まま
すす
。。

産
婦
人
科
医
を
取
り

巻
く
環
境
は
相
生
市
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
全
国
の

問
題
で
あ
り
、
こ
の
対
策
と

し
て
は
広
域
で
考
え
る
の
が

現
実
的
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
四
月
改
訂
の
兵

庫
県
保
健
医
療
計
画
に
お
い

て
、
西
播
磨
で
は
、
圏
域
内

問
出産サポート体制

づくりについて

地上デジタル放送

への対応について

土井
どど いい

本子
ももととここ

施設管理について

使用料徴収に

ついて

宮艸
みみややくくささ

真木
まま きき

相相
生生
市市
所所
有有
建建
築築
物物

はは
古古
いい
建建
物物
がが
多多
くく
、、

建建
てて
替替
ええ
がが
不不
可可
能能
でで
ああ
れれ

ばば
、、
最最
低低
限限
のの
補補
強強
がが
必必
要要

とと
考考
ええ
るる
がが
、、
どど
のの
よよ
うう
にに

考考
ええ
てて
いい
るる
のの
かか
。。

国
が
進
め
る
耐
震
改

修
の
促
進
基
本
方
針
は
、

多
数
の
者
が
利
用
す
る
建
築

物
で
、
三
階
以
上
か
つ
延
床

面
積
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

で
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
以

前
の
建
物
が
対
象
と
な
り
、

市
民
会
館
・
図
書
館
・
市
庁

舎
・
市
民
体
育
館
が
該
当
し

ま
す
。
市
民
病
院
と
総
合
福

祉
会
館
は
基
準
を
満
た
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
、
多
く
の
人

が
利
用
す
る
建
物
か
ら
耐
震

診
断
に
着
手
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
結

果
に
基
づ
き
補
強
や
耐
震
化

経
費
を
把
握
し
、
年
次
的
に

改
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み

立
て
ま
す
。

学学
校校
施施
設設
のの
使使
用用
料料

徴徴
収収
にに
つつ
いい
てて
、、
同同
じじ

小小
学学
生生
がが
使使
うう
のの
にに
使使
用用
料料

負負
担担
がが
違違
うう
なな
どど
、、
不不
公公
平平

感感
がが
ああ
るる
とと
聞聞
くく
がが
、、
対対
応応

はは
どど
うう
考考
ええ
てて
いい
るる
のの
かか
。。

説
明
会
で
の
意
見
・

要
望
か
ら
、
使
用
料
減

免
の
取
扱
い
で
の
不
公
平
感

が
主
な
要
因
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
こ
の
た
め
、
利
用
者

問答問答

答

矢野川中学校体育館

答
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も
、
技
術
向
上
に
よ
り
、
光

の
半
分
程
度
の
速
度
が
出
る

サ
ー
ビ
ス
も
提
供
さ
れ
て
い

る
た
め
、
民
間
会
社
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
網
の
活
用
で
対

応
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

歳歳
入入
のの
確確
保保
のの
たた
めめ
、、

市市
有有
地地
のの
売売
却却
をを
市市
場場

のの
実実
勢勢
にに
ああ
わわ
せせ
てて
積積
極極
的的

にに
取取
りり
組組
んん
でで
欲欲
しし
いい
とと
思思

いい
まま
すす
がが
、、
現現
況況
はは
どど
のの
よよ

うう
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
。。

平
成
十
八
年
度
か
ら

十
九
年
度
の
二
か
年
で
、

売
却
収
入
が
約
一
億
二
千
万

円
、
貸
付
収
入
が
七
千
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
行
財

政
健
全
化
期
間
の
十
八
年
か

ら
二
十
二
年
ま
で
の
五
年
間

で
三
億
円
以
上
の
収
入
確
保

に
努
め
ま
す
。

普
通
財
産
を
売
り
払
う
場

合
に
は
、
相
生
市
不
動
産
価

格
審
議
会
に
諮
問

しし
もも
んん

を
行
い
、

不
動
産
価
格
の
決
定
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
近
年
、
当
審

議
会
で
の
答
申
は
、
売
り
払

い
時
の
最
低
価
格
で
あ
り
、

市有地処分

について

地理教育

について

楠田
くくすすだだ

道雄
みみちちおお

答 問

特
別
な
理
由
が
な
い
限
り
、

公
募
方
式
で
競
争
入
札
の
意

見
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

予
定
価
格
が
二
千
万
円
以

上
で
面
積
が
一
件
五
千
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

ママ
スス
ココ
ミミ
でで
報報
じじ
らら

れれ
たた
よよ
うう
にに
、、
宮宮
崎崎
県県

のの
位位
置置
がが
分分
かか
らら
なな
いい
生生
徒徒

がが
増増
ええ
てて
いい
まま
すす
。。
現現
在在
のの

教教
育育
はは
みみ
ずず
かか
らら
課課
題題
をを
見見

つつ
けけ
、、
調調
べべ
方方
をを
見見
つつ
けけ
るる

ここ
とと
にに
主主
眼眼
がが
おお
かか
れれ
、、
各各

民
生
建
設常

任
委
員
会

委
員
会
の
審
査
か
ら

県県
のの
ここ
とと
はは
、、
もも
とと
もも
とと
教教

ええ
てて
おお
りり
まま
せせ
んん
。。
中中
学学
校校

でで
のの
地地
理理
学学
習習
、、
わわ
くく
わわ
くく

チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
のの
内内
容容
等等
にに
つつ

いい
てて
おお
伺伺
いい
しし
まま
すす
。。

平
成
十
年
告
示
の
学

習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、

学
び
方
学
習
、
調
べ
方
学
習

の
定
着
を
図
っ
て
い
ま
す
。

県
名
や
県
庁
所
在
地
な
ど
地

史
的
な
内
容
も
不
可
欠
で
あ

る
た
め
、
発
展
学
習
と
し
て

定
着
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

ド
リ
ル
」
で
県
名
、
県
庁
所

在
地
、
山
地
、
河
川
名
も
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

本
年
三
月
に
、
新
し
い
学

習
指
導
要
領
が
で
き
、
小
学

校
は
二
十
三
年
度
、
中
学
校

は
二
十
四
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
ま
す
。
新
学
習
指
導
要
領

で
は
、
地
史
的
な
学
習
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

来
年
度
か
ら
の
移
行
措
置

内
容
を
検
討
し
、
完
全
実
施

に
備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

答

問

売却予定の市有地　（山手一丁目）

「
行
財
政
健
全
化
に
つ
い

て
」
は
、
平
成
十
七
年
度
を

基
準
と
し
た
平
成
二
十
年
度

当
初
予
算
の
効
果
額
に
つ
い

て
、
計
画
値
と
比
較
し
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

市
町
村
財
政
比
較
分
析
表
及

び
歳
出
比
較
分
析
表
に
よ
り
、

類
似
団
体
や
、
全
国
及
び
県

平
均
と
比
較
し
、
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
歳
出
削
減
ば

か
り
で
な
く
、
歳
入
増
を
図

る
た
め
に
企
業
誘
致
を
考
え

て
い
く
べ
き
と
の
意
見
が
あ

り
、
歳
入
確
保
と
歳
出
削
減

の
両
方
併
せ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

「
学
校
施
設
の
管
理
運
営

等
に
つ
い
て
」
は
、
複
式
学

級
の
現
地
視
察
の
結
果
と
、

市
内
小
中
学
校
教
職
員
の
複

式
学
級
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
学
校
施
設
等

の
使
用
に
伴
う
有
料
化
に
つ

い
て
、
減
免
対
象
の
公
平
性

に
関
す
る
質
疑
が
あ
り
、
受

益
者
負
担
の
観
点
か
ら
照
明

料
の
一
部
負
担
を
お
願
い
す

る
も
の
で
、
少
年
・
少
女
の

団
体
使
用
料
の
減
免
適
用
や
、

対
象
団
体
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
で
意
見

集
約
の
う
え
、
後
日
回
答
す

る
旨
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

「
環
境
施
策
に
つ
い
て
」

は
、
空
き
缶
回
収
機
と
環
境

実
践
活
動
に
つ
い
て
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
今
後
の
空
き

缶
回
収
機
の
増
設
及
び
拠
点

回
収
の
方
向
性
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
空
き
缶
回
収
機

の
増
設
に
つ
い
て
は
、
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
回
収
廃
止
の
見
通

し
が
つ
い
た
時
点
で
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
拠
点
回
収
等

の
今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、

一
部
民
間
に
委
託
し
、
地
域

住
民
へ
の
啓
発
や
協
力
を
求

め
な
が
ら
、
地
球
環
境
を
考

え
た
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て

い
き
た
い
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
委
員
よ
り
、
在
宅
介

護
の
医
療
系
廃
棄
物
の
処
理

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
在

宅
医
療
廃
棄
物
は
一
般
廃
棄

物
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

が
、
感
染
性
の
留
意
が
必
要

な
も
の
も
含
ん
で
い
る
た
め
、

今
後
、
県
及
び
市
の
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
、
適
正
処

理
に
取
組
ん
で
い
く
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
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◇◇
和和
解解
及及
びび
損損
害害
賠賠
償償
額額
のの

決決
定定
にに
つつ
いい
てて
処処
分分
のの
件件

・
公
用
車
の
事
故
に
伴
う
示

談
契
約
二
件
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

◇◇
相相
生生
市市
土土
地地
開開
発発
公公
社社
のの

経経
営営
状状
況況
にに
つつ
いい
てて

◇◇
相相
生生
市市
国国
民民
健健
康康
保保
険険
税税

条条
例例
のの
一一
部部
をを
改改
正正
すす
るる

条条
例例

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

施
行
に
よ
り
一
部
改
正
す
る

も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
重重
度度
心心
身身
障障
害害
者者

介介
護護
手手
当当
支支
給給
条条
例例
のの
一一

部部
をを
改改
正正
すす
るる
条条
例例

・
こ
の
条
例
改
正
は
、
兵
庫

県
の
新
行
財
政
構
造
改
革
に

よ
る
支
給
基
準
の
見
直
し
に

伴
い
、
手
当
の
支
給
対
象
、

金
額
等
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
消消
防防
団団
員員
等等
公公
務務

災災
害害
補補
償償
条条
例例
のの
一一
部部
をを

改改
正正
すす
るる
条条
例例

・
こ
の
条
例
改
正
は
、
関
係

法
令
の
改
正
に
よ
り
一
部
改

正
す
る
も
の
で
す
。

◇◇
平平
成成
二二
十十
年年
度度
相相
生生
市市
一一

般般
会会
計計
補補
正正
予予
算算

◇◇
平平
成成
二二
十十
年年
度度
相相
生生
市市
老老

人人
保保
健健
医医
療療
特特
別別
会会
計計
補補

正正
予予
算算

◇◇
兵兵
庫庫
県県
後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療

広広
域域
連連
合合
議議
会会
議議
員員
にに
つつ

いい
てて
選選
挙挙
をを
行行
いい
、、
谷谷
口口
たた
にに
ぐぐ
ちち

芳芳
紀紀
よよ
しし
きき

市市
長長
がが
当当
選選
ささ
れれ
まま

しし
たた
。。

◇◇
安安
室室
ダダ
ムム
水水
道道
用用
水水
供供
給給

企企
業業
団団
議議
会会
議議
員員
にに
つつ
いい

てて
選選
挙挙
をを
行行
いい
、、
盛盛もも
りり

耕耕
三三
ここ
うう
ぞぞ
うう

、、

大大
川川
おお
おお
かか
わわ

孝孝
之之
たた
かか
ゆゆ
きき

のの
各各
議議
員員
がが
当当

選選
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

◇◇
農農
業業
委委
員員
会会
委委
員員
にに
つつ
いい

てて
、、
土土
井井
どど

いい

本本
子子
もも
とと
ここ

、、
前前
川川
まま
ええ
かか
わわ

郁郁いい
くく

典典すす
けけ

のの
各各
議議
員員
をを
推推
せせ
んん
しし

まま
しし
たた
。。

◇◇
人人
権権
擁擁
護護
委委
員員
とと
しし
てて
次次

のの
方方
のの
推推
せせ
んん
にに
同同
意意
しし

まま
しし
たた
。。

相相
生生
市市
池池
之之
内内
六六
四四
一一
番番
地地

下下
房房
しし
もも
ふふ
ささ

道道
子子
みみ
ちち
ここ

ささ
んん

議会活動状況

＜6月＞
10日　議会報第８９号発行

議会運営委員会
17日　定例市議会開会
18日　定例市議会再開

議会運営委員会
19日　民生建設常任委員会
20日　総務文教常任委員会
24日　定例市議会閉会

＜7月＞
2日　民生建設常任委員会

3～4日　議会運営委員会行政調査
（神奈川県三浦市）

10～11日　播但市議会議長会行政視察
（北海道苫小牧市）

16日　兵庫県市議会議長会　　（朝来市）
17日　西播磨市町議長会　　　（姫路市）

24～25日　全国市議会議長会産業経済委員会
（東京都）

30日　議会報編集委員会
31日　愛知県加茂郡三好町議会議員

行政視察来相

＜8月＞
25日　民生建設常任委員会
29日　総務文教常任委員会

＜9月＞
2日　議会運営委員会
9日　定例市議会開会

意
　
見
　
書

六
月
議
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

請
願
・
陳
情
の

審
査
結
果

【【
選選
　　
　　
挙挙
】】

【【
予予
　　
　　
算算
】】

【【
条条
　　
　　
例例
】】

六
月
議
会
で
次
の
意
見
書

が
可
決
さ
れ
、
直
ち
に
関
係

機
関
へ
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

◇◇
義義
務務
制制
第第
８８
次次
教教
職職
員員
定定
数数

改改
善善
計計
画画
のの
実実
施施
とと
義義
務務
教教

育育
費費
国国
庫庫
負負
担担
制制
度度
のの
堅堅
持持

にに
つつ
いい
てて
のの
意意
見見
書書

◇◇
義義
務務
制制
第第
８８
次次
教教
職職
員員
定定

数数
改改
善善
計計
画画
のの
実実
施施
とと
義義

務務
教教
育育
費費
国国
庫庫
負負
担担
制制
度度

のの
堅堅
持持
にに
関関
すす
るる
請請
願願
書書

◇◇
後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
制制
度度
のの

廃廃
止止
をを
求求
めめ
るる
陳陳
情情

【【
不不
採採
択択
】】

【【
採採
　　
択択
】】

【【
報報
　　
　　
告告
】】

【【
委委
　　
　　
員員
】】

相
生
市
議
会
で
は
、
開
か

れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て
、
議

長
交
際
費
の
執
行
状
況
を
公

開
い
た
し
ま
す
。

議
長
交
際
費
の
執
行
状
況

に
つ
い
て

平成２０年度支出内訳
（４月１日～６月３０日）

区 分

慶 弔 費

渉 外 賄 関 係

そ の 他

合　　　　 計

金 額（円）

0

5,000

4,100

9,100

件 数

0 

1

1

2

※
　
詳
し
く
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
※
）
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

本年６月定例会より議場に質問席を設

置しました。

質質問問席席をを設設置置ししままししたた


